
令和３年度 学校教育目標 「 夢や憧れの実現に向け  自ら努力する子どもを育てる 」 

 

 

 

 

１学期終業式を迎えて 
 酷暑の候 保護者の皆様におかれましては，ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。また，日頃から本校の教

育活動に対して御理解と御協力をいただき心より感謝申し上げます。この１学期，桜町小学校の子どもたちは日々の授

業や様々な体験活動，友達との交流等をとおして，学年に応じた生きる力を身に付けるともに，有意義な学校生活を送

ることができました。ひとえに，保護者の皆様，並びに，桜町小学校の子どもたちを温かく見守っていただいている地

域の皆様のおかげと感謝しております。本当にありがとうございました。 

あわせて，今学期は，新型コロナウイルス感染症対策のために一斉臨時休校となったり，学校行事や校外学習等が中

止となったりすることもありませんでした。これも保護者の皆様に，朝からの検温などを通してのお子さんの体調把握

やマスク着用の徹底などに御協力いただいたおかげです。２学期以降も，学校に新型コロナウイルスを持ち込ませない

ことに細心の注意を払っていきたいと思いますので，引き続き，保護者の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいた

します。 

さて，明日から，子どもたちが待ち望んでいた４２日間の夏休みが始まります。夏休みは，自分の興味や関心がある

ことをじっくりと調べたり，長期の観察や実験に取り組んだりすることができます。また，地域や子ども会などが主催

する行事への参加をとおして，思い出に残る貴重な体験をすることができますので，積極的に参加していただきますよ

うお願い申し上げます。 

また，夏休みは，１学期の学習内容の復習にもしっかりと取り組んでほしいと思います。次週からの個人面談におい

て，１学期のテスト結果の個人票を配布いたします。本日，お子さんが持ち帰っている通知表とともに，夏休みの学習

計画を立てる際の資料として御活用ください。 

 

 

 御存知のとおり，昨年度からの小学校新学習指導要領の全面実施に伴って，すべての教科が「知識・理解」「思考・

判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点で評価することになりました。「主体的に学習に取り組む態度」

ついては，これまでの「関心・意欲・態度」よりも求めるものが高くなりました。具体的には，従前の「関心をもち，

意欲的に粘り強く学習に取り組む態度」に加えて，「友達との対話や意見交換，教師のアドバイスなどを参考に，より

高いものを求めて自らの学習に生かしているか」を評価することになりました。 

そこで，今学期から，全ての教科の「主体的に学習に取り組む態度」が「よくできる」と評価された子どもたちに，

「やる気満点賞」を授与することとしました。この基準で評価した結果，今学期の「やる気満点賞」の授与人数は全校

で５名となりました。なお，この賞状には以下の言葉が記されています。  

2学期末には，もっと多くの桜っ子に「やる気満点賞」を授与することができればと願っています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
夏休み中もよろしくお願いします！ 

夏休み用の健康観察記録表を配付しています。新型コロナウィルス感染症対策として，夏休み中も毎日，お子さんの

検温，体調の確認を行い，健康観察記録表に御記入をお願いします。なお，この健康観察記録表は，登校日の８月９日

の登校日，及び，９月１日の２学期始業式の日には，忘れずに持たせてください。よろしくお願いします。 

 
３年生 児童代表挨拶 １学期を振り返って 

 本日の１学期終業式で児童代表として，３年生の ○ ○○○ さんと ○○ ○○ さんが挨拶をしてくれまし

た。裏面に挨拶原稿を載せていますので，よかったらご覧ください。 

令和３年７月２０日 第１５号 

長崎市立桜町小学校長 野中正樹 
  

 

～ 長崎っ子の約束「あ・は・は」運動 ○は  はやね・はやおき・あさごはん！ ～ 

・ささ！ 

学校だより 

桜っ子 
通 信 

 

自ら学び 

 自ら考え 

  自ら行う 

あなたは今学期 全ての教科において 高い関心を示し 主体的に課
題に取り組むだけでなく 教師の助言や級友の意見などを 自らの学び
に生かすことができました 
 その学びに向かう態度は 大変立派でしたので ここに賞します 
これからも 自ら努力を重ね 夢や憧れの実現に向けて 頑張ってく

ださい 
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一
学
期
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私
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頑
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っ
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私
が
一
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夏
休
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に
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も
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や
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ま

っ
て
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漢
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と
か
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汚
い
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に
な
っ
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ま
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。
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友
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っ
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っ
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意
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 


